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■１．概要

■商品説明

Ｒ型防災システム（集中型）

ＧＲ型受信機

ＲＸ７００（１系統）

■機能概要

本システムは、火災発生時またはガス漏れ発生時に感知器などからの信号を受信すると、発生場所を受信機の１０．４

型液晶表示部に「棟」「階」「地区」「アドレス」及び「日本語メッセージ」により表示し、また音響装置にて周囲へ知

らせます。さらに連動ソフトに従って、該当する火災信号またはガス漏れ信号に連動した各種機器（防火戸・シャッター

などの防排煙機器、ベル・非常放送設備などの地区音響装置）へ制御信号・移信信号を出力します。

※連動ソフトはあらかじめ受信機に搭載が必要です。

Ｒ型防災システム用のＡＩ判断機能を搭載したアナログ式感知器を使用することにより、非火災報を大幅に低減できま

す。また、トレンドグラフ表示による煙濃度解析や、非火災報対策における情報を的確に把握できます。

１０．４型の大画面液晶表示部は各種情報を表示するとともに、タッチパネルと操作指示ガイダンスにより操作支援を

行います。

■２．諸機能（１）

●ガイダンス機能

非常時、防火管理者が取るべき行動を受信機の画面に表示し、迅速かつ適切な対応を可能にします。

●運用・メンテナンス

寿命部品の交換目安時期表示機能、非火災報要因の統計管理機能、感知器予約登録機能／メッセージ変更機能、日報

一括印字機能により、日常の運用とメンテナンスをサポートします。

●施工支援

各種の警報と経過が分割画面で同時に表示でき、又発生しているトラブルの内容ごとに、考えられるトラブルの要因

を表示する機能によりスムースな施工をサポートします。

●ＡＩ判断機能

煙濃度変化を分析して、火災報と判断した場合は蓄積時間を短縮し、非火災報と判断した場合には蓄積時間を長めに

して、火災の早期発見や非火災報の低減を図ります。

●９パルスカウント方式

約１秒に１回の煙濃度感知で、基準以上に達した信号が連続９回以上感知しない限り発報しません。単発的な外部要

因による非火災報がより一層少なくなり、信頼性を向上します。

●自動試験機能

６ヶ月ごとの機器点検、１年ごとの総合点検の一部を自動またはワンタッチで行うことができ、試験・点検作業の大

幅な省力化が図れます。

故障発生を常時監視しているため、機器のトラブルの早期発見が可能です。又、人手より精度の高い点検ができ、シ

ステム維持レベルが向上できます。
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●音声警報機能

主音響は音声で、火災、ガス漏れ、トラブルの発生を分かりやすく伝えます。

●アイソレータ機能

アイソレータの２次側の感知器配線が短絡しても、影響は、その アイソレータで区切られた感知器配線に限

定され、幹線及び他の アイソレータで保護された感知器配線に影響を及ぼしません。又、短絡は アイソレータ

ごとに自動検出します。

●シミュレーション機能

火災の発生に備えて、表示や操作をシミュレーション（模擬）することで火災時の一連の動作を体験でき、管理者の

スキルアップが図れます。

●感度補償機能

光学系の汚れに対して自動的にレベル補正を行うため、煙検出感度が常に一定に保たれます。又、汚れ警報機能も内

蔵し、感度補償できないくらいの汚れが付着した場合、受信機が自動的にメンテナンスを要求します。

●２線式多重伝送方式

エヌマスト（ＮＭＡＳＴ）多重伝送の採用により、幹線から感知器配線まで全て２線式で、配線設計が容易です。

●グルーピング機能

警戒区域に関係なく、 感知器や、 発信機の設定を自由にソフト設定できるため、感知器配線の設計・施工が

容易です。また、将来の増・改築時の変更にも、簡単に対応できます。

●トラブル要因機能

発生しているトラブルの内容ごとに、考えられるトラブルの要因を表示できます。

●トラブルのマスク機能

感知器、回線、系統単位で機器故障時、一時的に端末の切り離しができます。

まだ施工していない部分のトラブルを表示させない（マスクする）ことにより、すでに施工した端末のトラブルをい

ち早く確認できます。

●故障一括印字機能

発生しているトラブルの内容を、階ごとに受信機のプリンタで印字することができます。

●警報履歴機能（オプション）

○警報履歴○ 火災・ガス漏れなどの発報信号や操作履歴などを、 防災ＣＲＴシステム（オプション）にて過去

５，０００件分記録すると同時に、アナログ感知器の注意表示・火災発報の場合には、発報時のトレンドグラフも記録

します。それにより、感知器の感度が適正か、又、感知器が適正な場所に設置されているか、あるいは、感知器の交換

時期などの判断を的確に行うことができます。

○履歴検索○ 警報履歴とは別に、1月あたり10万件までの履歴データベースを保存し、各種検索条件で自在に検索

できます。

■２．諸機能（２）

ＲＸ

ＲＸ

ＲＸ

ＲＸ

ＲＸ ＲＸ

ＲＸ



3-1．受信機

地区音響中継器

防排煙中継器

監視中継器

一般R型中継器

移信中継器

ガス漏れ中継器

B+,BC(-) ※２

（制御線）

VP+,VPC(-)

DA+ ※２

（制御･監視線）

DA+,CC(-) ※２

（監視線）

F+,CC(-) ※２

（制御線）

DA+,CC(-) ※２

（監視線）

ER

他設備

G

ガス漏れ
検知器

B+,B-

副表示機

Ω

B B

送り配線

地区音響装置
（導通試験機能付）

地区音響用終端器

無電圧ａ接点
信号入力

無電圧ｃ接点
信号出力

防排煙端末

副表示機

AC100V

Ｔ，ＴＣ

ガス漏れ検知器電源
S+,S- (RS485 副表示機伝送線）

シールド付ツイストペアケーブル
AC100V

※１ 建屋をまたがる場合はシールドが必要です

※２ 耐熱ケーブルを使用してください。

※３ PX発信機を接続する場合、発信機にAC端子が無いため、受信機のAC端子とP型自動試験中継器に供給している電源のコモン（CC）端子を接続してください。

※２

※２

■３．基本構成図（１）
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VPC(-)～CC(-)間は

受信機側で渡ります

最大接続数

双方向：３１台

片方向：１００台

ＮＡ，ＮＢ中継器伝送線

耐熱ケーブル（ツイストペア線）※１

R

光電式
感知器

R

定温式
感知器特種

６０℃

R

差動式
感知器

２種

R

発信機

PSS

分岐配線可

火災表示灯

アイソレータ

アイソレータ

分岐配線可

SA,SB感知器伝送線（幹線）

耐熱ケーブル（ツイストペア線）※１

ＲＸ

ＲＸ

ＲＸ ＲＸ ＲＸ

Ｅ＋，Ｅ－

光電アナログ式
分離型感知器

光電アナログ式
感知器

ＲＸ ＲＸ

差動式分布型
熱電対式

RX

R

熱アナログ式
感知器

ＲＸ

L,C（P型自動試験伝送）

S

光電式
感知器

定温式
感知器

ＰＸ ＰＸ

P

発信機ＰＸ

Ｐ型自動試験
中継器

AC100V

S

一般
煙感知器

一般
熱感知器

P

Ω

終端抵抗
10kΩ 1W

発信機
（ｱﾄﾞﾚｽｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用）

差動式
感知器

ＰＸ

T,TC
A ※3

T,TC
A,AC

アイソレータＲＸ
L,C

ｱﾄﾞﾚｽｱﾀﾞﾌﾟﾀ
4回線用

S

一般
煙感知器

一般
熱感知器

P

Ω

終端抵抗
10kΩ 1W

発信機
（ｱﾄﾞﾚｽｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用）

T,TC
A,AC

L,C

ｱﾄﾞﾚｽ
ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

S

一般
煙感知器

一般
熱感知器

P

Ω

専用
終端器

発信機
（ｱﾄﾞﾚｽｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用）

T,TC
A,AC

T,TC

SＡ，SＢ感知器伝送線 （フロア配線）

耐熱ケーブル

F+,CC(-) ※２

（制御線）

F+,CC(-) ※２

（制御線）

Ｇ
Ｒ
型
受
信
機

RX700

ＲＸ

ＲＸ

ＲＸ

L,C

S

一般
煙感知器

一般
熱感知器

Ω

終端抵抗
10kΩ 1W

函体接地［Ｄ種（第３種）接地相当以上（１００Ω以下）］

ＡＣ１００Ｖ

ＩＦユニット （3-2参照）

又は

ＲＸ コントローラ（3-3参照）

ＬＡ,ＬＢ （外部伝送線）

耐熱ケーブル（ツイストペアシールド付）



■３．基本構成図（２）

3-2． ＩＦユニットを接続する場合

ＬＡ,ＬＢ （外部伝送線）

耐熱ケーブル（ツイストペアシールド付）

3-3．ＲＸコントローラを接続する場合

防災ＣＲＴ（最大１５台）

AC100V

AC100V

（ＵＰＳより）

グラパネユニット

諸警報ユニット

中央監視盤

ＬＡ,ＬＢ （外部伝送線）

耐熱ケーブル（ツイストペアシールド付）

ＡＣ１００Ｖ

（ＵＰＳより）

RS232C／盤内伝送変換ユニット

RS232C／盤内伝送変換ユニット

RS232C

RS232C

RS232C

RS232C

RS-485

イーサネット
HUB

RX
コントローラ

AC100V（ＵＰＳより）

接点出力

接点入力

オプション

イーサネット
HUB

AC100V（ＵＰＳより）
ＢＡＣｎｅｔ

ＩＦ
ユニット

ＩＦ
ユニット

防災ＣＲＴ防災ＣＲＴ ＲＸＲＸ

ＩＦ
ユニット

ＲＸ 防災ＣＲＴ

最大３台

接続可能

AC100V

（ＵＰＳより）

AC100V

（ＵＰＳより）

AC100V

（ＵＰＳより）

注 ＩＦユニットとＲＸコントローラを混在して使用することはできません。

注

ＲＸ
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Ｇ
Ｒ
型
受
信
機

RX７00

ＡＣ１００Ｖ専用電源より

函体接地［Ｄ種（第３種）接地相当以上（１００Ω以下）］

ＩＦユニットとＲＸコントローラを混在して使用することはできません。

Ｇ
Ｒ
型
受
信
機

RX７00

最大接続数 双方向：３１台

片方向：１００台

ＡＣ１００Ｖ専用電源より

函体接地［Ｄ種（第３種）接地相当以上（１００Ω以下）］

受信機
F+,CC(-)

又は
別電源

(DC24V)

受信機
F+,CC(-)

又は
別電源

(DC24V)

受信機
F+,CC(-)

又は
別電源

(DC24V)



種 別 ＧＲ型受信機

品 番
ＮＢＳ５２６ＡＥ０１（壁掛）
ＮＢＳ５２６ＢＥ０１（自立）

国家検定型式番号 受第３０～４号

自主評定型式承認番号 ＡＲ－１８－２

機 能

自動試験機能
アナログ機能
火災断定機能
音声警報機能
プリンタ内蔵
カラー液晶表示（ユニバーサルデザインフォント）
シミュレーション機能
ガイダンス機能
火災／警報／試験履歴機能
メッセージ変更機能
予約登録機能
メンテ管理機能
非火災要因管理機能
感度シフト機能
感度変更機能

常用電源

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ
消費電力 警戒時最大 １８０ＶＡ

警報時最大 ３８０ＶＡ

予備電源

ＤＣ２４Ｖ ４，０００ｍＡｈ（中継器用）×４本
受託評価適合品
ニッケルカドミウム蓄電池
（充電方式：トリクル充電 充電電流１１５ｍＡ）

８Ｙ－０７０２４－１ＡＰ ６／１０

■４．仕様（１）



シ

ス

テ

ム

容

量

感知器伝送線 系統数
（ＮＭＡＳＴ）

１系統

感知器伝送線 接続数
（ＮＭＡＳＴ）

最大２５４アドレス
(最大２５４アドレス／１系統)

感知器、発信機 接続個数
（感知器伝送線１系統あたり）

Ａ ：アドレス付感知器 ：２５４個／系統
Ｂ ：アドレス付発信機 ：２５４個／系統
Ｃ ：アドレスアダプタ ：１００個／系統
Ｃ’：アドレスアダプタ４回線用 ： ２５個／系統（※１）
Ｄ ：アイソレータ ： ２５個／系統
Ｅ ：アドレス付熱電対検出器 ： ６０個／系統
Ｆ ：アドレス付光電式分離型感知器 ： ３０個／系統
Ｇ ：Ｐ型自動試験中継器４回線用 ： ２５個／系統（※１）

上記が混在する時は次の６つの式を満足すること。
Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋４Ｃ’＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋４Ｇ ≦２５４個（※１）
Ａ＋Ｂ＋３Ｃ＋１０Ｃ’＋５Ｄ＋４Ｅ＋５Ｆ＋１０Ｇ ≦３００個（※１）
Ｃ＋４Ｃ’＋４Ｇ ≦１００個（※１）
Ｄ ≦ ２５個
Ｅ ≦ ６０個
Ｆ ≦ ３０個

Ｐ型自動試験中継器２次側の

ＰＸ端末、一般感知器接続数

（１系統あたりのトータル接続数）

３０００個まで
※外部電源の増設が必要になる場合があります。
※回線あたりの接続数は、施工説明書をご覧ください。

アドレスアダプタ２次側の
一般感知器 接続個数
（１系統あたりのトータル接続数）

Ａ：電子式熱感知器 ：２０００個まで
Ｂ：煙感知器 ： ５００個まで
Ｃ：光電式分離型感知器 ： ２０個まで
Ｄ：熱電対検出器 ： １２５個まで
Ｅ：炎感知器 ： １００個まで

上記が混在する時は次の式を満足すること。
Ａ＋４Ｂ＋１００Ｃ＋１６Ｄ＋２０Ｅ ≦２０００

※外部電源の増設が必要になる場合があります。
※回線あたりの接続数は、施工説明書をご覧ください。

中継器伝送線 系統数
（ＮＭＡＳＴ）

１系統

中継器伝送線 接続数
（ＮＭＡＳＴ）

最大２５６回線
(最大２５６回線／１系統)

中継器接続個数
（中継器伝送線１系統あたり）

ａ：監視中継器（８回線） ：２５６回線／系統
ａ：移信中継器（８回線） ：２５６回線／系統
ｂ：防排煙中継器（４回線） ：２５６回線／系統
ｂ：監視中継器（４回線） ：２５６回線／系統
ｂ：移信中継器（４回線） ：２５６回線／系統
ｃ：ガス漏れ中継器（２回線） ：１６０回線／系統
ｄ：防排煙遠隔復帰用中継器（４回線） ：２５６回線／系統
ｅ：地区音響中継器（２回線） ： ８０回線／系統（※２）
ｆ：一般Ｒ型中継器（４回線） ：２５６回線／系統（※１）

上記が混在する時は次の式を満足すること。
８ａ＋４ｂ＋２ｃ＋４ｄ＋２ｅ＋４ｆ ≦２５６回線（※１）

２ｃ ≦１６０回線
２ｅ ≦ ８０回線（※２）

４（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ） ≦４００
※外部電源の増設が必要になる場合があります。

ＲＳ４８５伝送線

(副表示機接続用)

系統数：１系統

接続数：双方向 最大 ３１台
片方向 最大１００台

８Ｙ－０７０２４－１ＡＰ ７／１０

■４．仕様（２）

ＲＸ

ＲＸ
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定

格

・

仕

様

表示部 １０．４型ＴＦＴカラーＬＣＤ（タッチパネル付）（表示色１６色）

自火報デジタル表示（７セグＬＥＤ） １窓
ガス漏れデジタル表示（７セグＬＥＤ） １窓

諸警報表示窓 ６窓（標準装備）

音響装置 スピーカ
警報音（断続）＋ 音声メッセージ
８５ｄＢ以上（火災警報時、前方１ｍ）
＜音声警報一覧＞

受信状態 警報音 音声メッセージ

火災（第１報） ピー ピー 火災感知器が作動しました。
現場を確認してください。
（女性の声）

火災
（第２報または

発信機発報）

ピー ピー 火事です。火事です。
現場を確認してください。
（男性の声）

注意表示音響 プー プー

ガス漏れ ピー ガス漏れです。ガス漏れです。
現場を確認してください。
（男性の声）

トラブル ピーー トラブルが発生しました。
（女性の声）

機器作動
（防排煙、諸警報）
（※３）

プープープープー

蓄積開始
（※３）

プー プー

電話呼び出し プルルルル

公称蓄積時間

（火災）

６０秒
＊印感知器：ＡＩ判断機能付

標準遅延時間

（ガス漏れ）

５０秒

■４．仕様（３）

注意 火災 連動

一般熱感知器 １０秒

一般煙感知器 ６０秒

ＰＸ熱感知器 １０秒

ＰＸ煙感知器 ６０秒

アドレス熱感知器 １０秒

アナログ熱感知器 １０秒

アドレス煙感知器 ＊ ５０秒 ５０秒

アナログ煙感知器 ＊ ５０秒 ５０秒 ５０秒

アドレス光電分離感知器 ２０秒

アナログ光電分離感知器 ２０秒 ２０秒 ２０秒
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定

格

・

仕

様

非常放送連動 連動出力：火災確認信号 １点（ＥＦ － ＥＣ）（※４）
火災階代表信号 １５点（Ｉ１・・・Ｉ１５ － ＩＣｎ）

無電圧接点 接点容量 ＤＣ３０Ｖ １Ａ
（オプションにて最大１００点まで増設可能）

入力 ：非常放送時地区音響(ベル)一時停止（ＥＢ＋ － ＥＢ－）（※５）

消火栓始動 連動出力：（Ｈ１－１ － Ｈ２－１）
無電圧接点 接点容量 ＤＣ３０Ｖ １Ａ

入力：消火栓起動確認（ＨＬ１－１ － ＨＬ２－１）
有電圧入力 ＡＣ２４Ｖ

（オプションにて最大１３系統まで増設可能）

代表移信 火災代表 ：無電圧ａｂ接点 ３点（Ｆａ１、Ｆｂ１－Ｆｃ１）（※４）
（Ｆａ２、Ｆｂ２－Ｆｃ２）（※４）
（Ｆａ３、Ｆｂ３－Ｆｃ３）（※４）

ガス漏れ代表 ：無電圧ａ 接点 １点（ＧＦａ－ＧＦｃ） （※４）
故障代表 ：無電圧ａ 接点 １点（ＴＦａ－ＴＦｃ） （※４）
ガス故障代表 ：無電圧ａ 接点 １点（ＧＴａ－ＧＴｃ） （※４）
火災断定ＳＷ出力 ：無電圧ａｂ接点 １点（ＫＤａ、ＫＤｂ－ＫＤｃ）（※４）
移信停止出力 ：無電圧 ｂ接点 ３点（ＩＴｂ１－ＩＴｃ１）

（ＩＴｂ２－ＩＴｃ２）
（ＩＴｂ３－ＩＴｃ３）

火災復旧出力 ：無電圧ａｂ接点 １点（Ｉｒａ、Ｉｒｂ－Ｉｒｃ）（※４）

無電圧接点 接点容量 ＤＣ３０Ｖ １Ａ

地区音響用電源 ＤＣ２７Ｖ ８００ｍＡ（Ｂ＋ － ＢＣ（－））（※６）

防排煙制御電源 ＤＣ２７Ｖ ２Ａ（ＶＰ１１＋ － ＶＰＣ（－） ，ＶＰ１２＋ － ＶＰＣ（－） ）
（全回線同時制御最大 ＤＣ２７Ｖ ２Ａ）

監視用電源 ＤＣ２７Ｖ ９００ｍＡ（ＤＡ＋ － ＣＣ（－） ）

外部制御電源

（汎用電源）

ＤＣ２７Ｖ ７００ｍＡ（Ｆ＋ － ＣＣ（－） ）（※１）

ガス漏れ表示灯用電源 ＤＣ２７Ｖ ２５０ｍＡ（ＧＳ＋ － ＣＣ（－） ）

プリンタ 感熱ラインドット方式
２４×２４ドット／１文字
漢字１６文字／行（ＪＩＳ第１、第２水準）
プリンタ用紙：感熱、幅５８ｍｍ

自火報電話 ジャック方式
電話機２台同梱

オプション設定 周辺機器（ＣＲＴ） 最大３台接続可能
※オプションのＣＲＴｉ／ｆユニットが３台必要です。
ＣＲＴｉ／ｆユニット１台につき、ＣＲＴが１台接続出来ます。

地図式表示 壁掛型 最大 ６４ＬＥＤ（Ａ３サイズ横）
（※７） 自立型 最大１２８ＬＥＤ（Ａ２サイズ縦）

※その他オプション設定はご相談ください。

使用周囲温度 ０℃～＋４０℃

質量 壁掛型：約 ６５ｋｇ （※８）
自立型：約１５０ｋｇ （※８）

■４．仕様（４）
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配

線

感知器伝送線

（ＮＭＡＳＴ）

（※９）（※１０）

最遠配線長 ： １，５００ｍ
総配線長 ： ２，０００ｍ
適合配線 ： 幹線 → 耐熱ケーブル（ツイストペア線）

フロア配線 → 耐熱ケーブル
線径 ： 配線抵抗２０Ω以下となる線径

中継器伝送線

（ＮＭＡＳＴ）

（※９）（※１０）

最遠配線長 ： １，５００ｍ
総配線長 ： ２，０００ｍ
適合配線 ： 耐熱ケーブル（ツイストペア線）
線径 ： 配線抵抗２０Ω以下となる線径

ＲＳ４８５伝送線

（副表示機接続用）

（※１１）

双方向通信 ： 最遠配線長 ５００ｍ
総配線長 １５００ｍ（３分岐まで）

片方向通信 ： 機器間配線長 ５００ｍ（分岐配線合計５００ｍ）
総配線長 ２０００ｍ

適合配線 ： シールド付ツイストペアケーブル
線径 ： φ０．９以上

注

記

（※１） 受信機外部制御電源（汎用電源）の電流制限について
受信機１面体あたりの一般Ｒ型中継器（４回線）及びアドレスアダプタ４回線用、Ｐ型自動試験
中継器４回線用の接続個数が下記の式を満足しない場合は、受信機の外部制御電源（Ｆ＋，ＣＣ）の
容量が不足するため、別電源からの電源供給が必要となります。
①＋②＋③≦７００（ｍＡ）

①：一般感知器接続時の監視時消費電流（終端抵抗１０ｋΩ時）
＝２２×（一般Ｒ型中継器（４回線）とアドレスアダプタ４回線用の接続数）
＋５８×（Ｐ型自動試験中継器４回線用の接続数）（ｍＡ）

②：一般感知器使用時の５回線発報時消費電流＝２１５ （ｍＡ）
③：一般Ｒ型中継器（４回線）、アドレスアダプタ４回線用、Ｐ型自動試験中継器４回線用以外の

機器の総消費電流 （ｍＡ）
（※２） 地区音響中継器は、受信機タイプ（系統数）に関わらずトータル接続個数は受信機１面体あたり

最大８０回線以下です。
ＲＸ７００ ４系統以下は、最大８０回線
ＲＸ７００ ６系統以上は、最大１６０回線

（※３） 機器作動音響、蓄積開始音響については「鳴動する／しない」の設定をテーブルジェネレータで
変更できます。

（※４） 移信停止スイッチで停止しません。
（※５） 非常放送側の端子に終端抵抗器１０ｋΩ（添付品）を接続してください。
（※６） 地区音響中継器の消費電流（１０ｍＡ／個）を含みます。
（※７） 常時点灯には対応しておりません。また、オプション内容により制限されることがあります。
（※８） 仕様により異なる場合があります。

（※９） ＮＭＡＳＴ伝送線と以下の配線は別シースの配線としてください。
電話線、ＲＳ４８５伝送線、アドレスアダプタ２次側配線、地区音響線

（※１０）建屋をまたがる場合は、シールド線が必要です。
（※１１）ＲＳ４８５伝送線と電話線は、同一シース可能です。

■４．仕様（５）


